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論文題目 
Electrochemical Characterization of Surface-State of Positive Thin-Film Electrodes in 



















 第２章では、ZrO2 被覆 LiCoO2 薄膜電極についてその電気化学特性を調べている。ZrO2 被覆に







 第３章では、PLD 法により LiMn2O4 薄膜電極を作製し、その電気化学特性を調べている。30 °C






 第４章では、30 °C および 55 °C において、LiPF6/PC 中での LiMn2O4薄膜電極の表面状態を調べ
ている。55 °C では急速なサイクルに伴う劣化が生じ、サイクル後の薄膜電極上に LiF の生成が認
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 第５章では、リチウムビス（オキサラート）ボレート（LiBOB）を溶解させた PC 電解液中での
LiMn2O4 薄膜電極の電気化学特性を調べている。30 °C および 55 °C において LiBOB/PC 中での

























（続紙 ２ ） 
 









２． PLD 法により ZrO2被覆 LiCoO2薄膜を作製し、その電気化学特性を調べた。ZrO2で被覆
することにより、LiCoO2薄膜内部への欠損相の成長を抑制でき、LiCoO2薄膜電極の劣化を抑制
できることを見出した。 
３． PLD 法により LiMn2O4薄膜電極を作製し、LiClO4を溶解させた炭酸プロピレン（PC）中
で、その表面状態について解析を行った。リチウムイオンの脱離挿入反応を行った結果、30 °C
では表面の不働態化は生じなかったのに対し、55 °C では不働態化が進行することを明らかにし
た。これにより、高温での LiMn2O4電極の劣化機構を提案している。    
４． LiPF6を溶解させた PC 電解液中での LiMn2O4電極の電気化学特性を調べた。LiClO4と異
なり、LiPF6では温度によらず表面の不働態化が LiF の生成により進行すること、高温ではマン
ガンイオンの溶出も進行し、これにより LiMn2O4電極が急速に劣化することを見出した。 











 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
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